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専
修
大
学
の
研
究
力
・
教

育
力
を
生
か
し
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
社
会
知
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
12
月
６
日
、
岩
手
県
の
専

修
大
学
北
上
高
校
で
開
か
れ

た
。
専
修
大
学
、
専
修
大
学

北
上
高
校
主
催
、
北
上
市
、

石
巻
専
修
大
学
共
催
。「
地

域
の
活
性
化
と
学
校
教
育
」

を
テ
ー
マ
に
、
法
学
部
の
森

田
司
郎
教
授
と
石
巻
専
修
大

学
経
営
学
部
の
杉
田
博
教
授

が
講
師
を
務
め
、
高
校
生
や

市
民
ら
と
交
流
し
な
が
ら
学

び
を
深
め
た
。

　
馬
塲
杉
夫
学
長
、
八
重
樫

義
正
副
市
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
杉
田
教
授
が
講
演
し

た
。
石
巻
専
修
大
学
の
学
生

と
地
域
に
よ
る
協
働
の
事
例

を
紹
介
。
越
境
学
習
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
、「
社

会
知
性
の
開
発
は
多
様
な
人

と
の
交
流
の
な
か
で
育
ま
れ

る
。
今
後
も
こ
う
し
た
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
森
田
教
授
は
、
学
校
生
活

や
教
師
の
振
る
舞
い
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
が
無
意
識

に
身
に
つ
け
て
し
ま
う
価
値

観
や
行
動
様
式
を
指
す
「
隠

れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
つ

い
て
、
性
別
役
割
の
固
定
観

念
な
ど
を
例
に
示
し
な
が
ら

解
説
し
た
。
高
校
生
と
市
民

が
一
緒
に
な
っ
て
、
ク
イ
ズ

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
も
取

り
組
み
、
学
校
教
育
と
地
域

の
関
わ
り
に
つ
い
て
新
た
な

気
づ
き
を
得
て
い
た
。

　
最
後
に
、
森
田
教
授
は
教

科
外
活
動
の
重
要
性
に
言
及

し
、「
入
試
や
学
力
と
い
っ

た
呪
縛
に
と
ら
わ
れ
て
自
分

の
可
能
性
を
閉
ざ
す
こ
と
な

く
、
学
校
や
地
域
の
な
か
で

ど
ん
欲
に
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
高
校
生
に
語
り
か
け
た
。

　
学
内
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る

「
専
修
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２

５
」
の
表
彰
式
が
12
月
13

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
。
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
部
３
年
次
の
野

原
真
理
子
さ
ん
、
大
嶋
歩
さ

ん
が
提
案
し
た
「『
捨
て
な

い
』
を
み
ん
な
の
普
通
に
〜

リ
ユ
ー
ス
容
器
で
作
る
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
生
活
〜
」
が
学

長
賞
を
受
賞
し
た
。

　
今
年
度
は
「【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
13
】

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策

を
」
の
達
成
に
貢
献
す
る
た

め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

募
集
し
た
。
付
属
高
校
や
教

育
交
流
提
携
校
を
含
む
全
25

チ
ー
ム
が
応
募
。
学
内
外
の

４
人
の
審
査
員
が
書
類
と
プ

レ
ゼ
ン
動
画
を
審
査
し
、
５

チ
ー
ム
が
入
賞
し
た
。

　
学
長
賞
の
ア
イ
デ
ア
は
、

学
内
イ
ベ
ン
ト
で
使
わ
れ
る

食
器
を
リ
ユ
ー
ス
容
器
に
す

る
と
い
う
提
案
。
野
原
さ
ん

が
韓
国
に
留
学
し
た
際
に
、

実
際
に
留
学
先
の
大
学
で
学

生
提
案
に
よ
り
導
入
さ
れ
た

事
例
を
参
考
に
考
案
し
た
。

大
嶋
さ
ん
は
「
普
段
の
生
活

か
ら
ど
の
よ

う
に
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
行

動
を
取
り
入

れ
る
か
。
専

大
で
も
リ
ユ

ー
ス
容
器
の

導
入
実
現
に

つ
い
て
み
ん

な
で
考
え
て

い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

　
審
査
委
員

長
の
馬
塲
杉

夫
学
長
は
総

評
で
、「
今
後

と
も
地
球
的

課
題
の
解
決

に
向
け
て
、

行
動
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
た
。

　
大
学
院
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
大
学
院
公
開

講
座
（
全
４
回
）
が
11
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
の
対
面
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方

式
で
開
講
さ
れ
た
。「
中
小

企
業
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
／
Ｄ
Ｘ

に
よ
る
業
務
改
革
入
門
講

座
」
を
統
一
テ
ー
マ
に
、
商

学
研
究
科
の
４
教
員
が
、
Ａ

Ｉ
や
Ｄ
Ｘ
を
導
入
す
る
た
め

の
基
礎
知
識
の
解
説
と
、
実

践
方
法
を
提
案
し
た
。

　
第
３
回
（
11
月
28
日
）
は
、

中
原
孝
信
教
授
が
登
壇
。
顧

客
理
解
や
暗
黙
知
の
活
用
が

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ビ
ジ
ネ

ス
に
お
い
て
重
要

に
な
る
こ
と
を
示

唆
し
、「
Ａ
Ｉ
は

問
わ
れ
た
こ
と
に

答
え
る
の
で
、
何

を
問
う
か
が
大
事

だ
。
同
じ
課
題
で

も
、
個
人
が
獲
得
し
た
知
識

や
経
験
に
よ
っ
て
導
き
出
さ

れ
る
答
え
は
変
わ
り
、
そ
れ

が
独
自
性
に
な
る
。
Ａ
Ｉ
を

装
置
で
は
な
く
、
価
値
創
造

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
捉
え
、
私

た
ち
も
学
び
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
結
ん
だ
。

入賞した学生と馬塲学長（後列左から５人目）ら

講演する中原教授

学長賞 野原さん・大嶋さん

国コミュ３年次

学長賞を受賞した野原

さん・大嶋さんチーム

ＳＤＧｓチャレンジプログラム

社会知性フォーラム社会知性フォーラム 学
校
教
育
と
地
域
の
関
わ
り
学
ぶ

学
校
教
育
と
地
域
の
関
わ
り
学
ぶ

専
大
北
上
高
で
開
催

専修大学北上高校で開かれた社会知性フォーラム

大
学
院
公
開
講
座

Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
の

基
礎
知
識
解
説

　
学
生
部
が
主
催
す
る
懸
賞

論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
の
授
賞
式
が
12
月
１
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
文
芸
作
品
部
門
の
鳳
賞

に
渡
辺
采
華
さ
ん
（
文
３
）

が
、
柘
植
光
彦
文
学
賞
に
史

將
大
さ
ん
（
文
３
）
が
選
ば

れ
た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
受
賞
作
『
う

ぶ
ご
え
』
で
、
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
我
が
子
を
殺
害
し
た

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
女
の
心

の
内
奥
を
描
い
た
。
小
林
恭

二
ゼ
ミ
で
文
芸
創
作
を
学
ん

で
お
り
、「
先
生
や
ゼ
ミ
生

か
ら
の
感
想
、
指
摘
の
す
べ

て
が
糧
に
な
っ
て
い
る
」
と

感
謝
を
述
べ
た
。

　
史
さ
ん
の
『
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
』
は
、
在
日
朝
鮮
人
と
し

て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
悩

む
主
人
公
が
、
未
来
へ
向
け

て
歩
き
始
め
る
た
め
に
過
去

を
見
つ
め
直
す
物
語
。
史
さ

ん
は
、「
悩
み
や
苦
し
み
の

果
て
に
明
日
が
あ
る
、
そ
ん

な
作
品
を
こ
れ
か
ら
も
書
い

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

　
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会

貢
献
な
ど
在
学
生
の
創
造
的

な
行
動
と
成
果
を
顕
彰
す
る

第
26
回
育
友
会
奨
励
賞
の
表

彰
式
が
12
月
13
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
今

年
度
は
36
件
の
応
募
が
あ

り
、
こ
の
う
ち
個
人
17
件
、

団
体
５
組
が
選
ば
れ
、
佐
藤

信
子
会
長
か
ら
賞
状
と
奨
励

金
が
授
与
さ
れ
た
。

　
式
に
は
馬
塲
杉
夫
学
長
、

松
木
健
一
理
事
長
、
育
友
会

の
役
員
ら
が
出
席
し
、
学
生

た
ち
の
多
彩
な
活
躍
に
大
き

な
拍
手
を
送
っ
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
や
情
報

発
信
サ
ー
ク
ル「
し
ら
た
ま
」

の
立
ち
上
げ
な
ど
挑
戦
の

日
々
を
過
ご
し
た
阿
部
ひ
か

る
さ
ん
（
経
営
４
）
は
「
４

年
間
の
集
大
成
と
し
て
、
受

賞
で
き
て
う
れ
し
い
。
専
修

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
や
、
仲

間
や
周
囲
の
人
た
ち
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
、
今
後
も
精
進

し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

表
彰
を
受
け
る
渡
辺
さ
ん

文芸部門鳳賞に渡辺さん
第
26
回
育
友
会
奨
励
賞

個
人
・
団
体
22
組
が
受
賞

懸賞論文・文芸作品コンクール

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
最
終
発

表
会
が
12
月
13
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
28

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
１
年
間

か
け
て
取
り
組
ん
だ
研
究
や

開
発
の
成
果
を
披
露
し
た
。

　
今
年
度
は
、
大
学
生
活
を

快
適
に
す
る
た
め
の
取
り
組

み
が
多
く
、
峯
岸
朋
弥
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
専
大
生
の
た

め
の
弁
当
予
約
購
入
シ
ス
テ

ム
を
開
発
。
学
外
に
目
を
向

け
た
活
動
で
は
、
服
の
廃
棄

量
削
減
を
目
指
し
た
太
田
隆

博
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
多

彩
な
活
動
が
見
ら
れ
た
。

６
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
参
加

川
崎
国
際
環
境
技
術
展

　
最
終
発
表
会
に
先
立
ち
、

６
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
11
月
の

第
18
回
川
崎
国
際
環
境
技
術

展
に
参
加
し
た
。

　
小
林
隆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
メ
ー

カ
ー
の
株
式
会
社
ア
ラ
ミ
ッ

ク
（
大
阪
府
）
と
、
産
学
連

携
で
開
発
を
進
め
る
「Life 

Shower 
System

」
を
展
示

し
た
。
災
害
時
に
も
使
用
可

能
な
防
災
シ
ャ
ワ
ー
シ
ス
テ

ム
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
、
製

品
化
に
向
け
て
、
意
欲
的
に

活
動
し
て
い
る
。

手話動作の解析システムを

実演する鈴木プロジェクト

多くの来場者があった最終発表会

ネット情報ネット情報
プロジェクト最終発表会プロジェクト最終発表会

　近年、本学学生から、インターンシップや就活イベン
トに関連したトラブルの相談が増えています。
　「有償インターン」や「大手企業に近づける」といった
言葉で学生をひきつけ、実態としては安価な労働力とし
て利用する悪質な事業者も存在します。
　本学でも、①契約書がないまま成果報酬型で長時間の
訪問販売に従事させられたケース、②企業の指示で立入
禁止区域に侵入し警察沙汰になったケース、③１day仕
事体験を通じて、学生を装った第三者から有料セミナー
等の不審な勧誘を受けたケースが実際に報告されていま
す。
　そのほか、学業に支障が出るような長期・長時間イン
ターンシップ、過度に不安をあおってくるような事業
者・就活エージェント、学生に費用が発生するサービス
（就活塾）などにも十分な注意が必要です。
　少しでも不安や疑問を感じた場合や、トラブルに巻き
込まれてしまった場合は、ひとりで抱え込まず、速やか
にキャリア形成支援課までご相談ください。

インターンシップ等での就活トラブルについて
注意喚起 就職だより

「専修生田ルームナビ」を

紹介する安積プロジェクト


